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秋まつり
秋といえば秋まつりです。三島神社の秋まつりの牛鬼は

子ども逹が主になって担いでいます。

令月号の主な内容 町民のうごき

＝町報＝

慢第14回ふれあいまつり・ ・・ ・・・・・・ ・・・ 2

慢全国）IIサ ミッ ト・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・4 

衝民生児童委員・主任児童委員改選••5
湧お元気ですか保健婦です••• •• ••• • 6 

浸金婚式・・・・・・ ・・・・・ ・ ・・・ ・・ ・・・・・・・ ・・・ ・・・・・ •7

0社協だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

湧お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

＝農林だより＝

湧年金友の会総会開催・・・・・・・・・・・・・・ • 12

優、ンイタケ生産につし、て ・・ ・・・ ・ ・・・・・ • 14

喧今月の農作業・・・・・・・・・ ・ ・・・・ ・ ・・・・・・・・ • 15

＝公民館報＝

衝少年の主張審査委員特別賞受賞 ・・・16

衝ふれあいまつりグラウ‘ノドゴルフ大会 •• •1 6
唖lAS UKA青年団だより・・・・・… •19

人 口 3,244人 (-3)

男 1,568人(+1) 

女 1,6 7 6人 (-4)

世帯数 1, 0 1 2描(-1)

（平成10年11月30日現在）



樋）。柩い］恩 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂麟 (2) 
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杵つきもちも珍し

くなりました

えりも町の特産品は

大人気

アツアツの天プラは

美味しいよ

駐車場はいつも満杯でした

第
十
四
回
肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

が
十
一
月
十
五
日
（
巳
）
に
風
の
博
物

館
の
横
「
風
の
り
広
場
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
十
一
月
の
中
旬
と
は

思
歪
な
い
よ
う
な
好
天
気
に
恵
ま
れ

て、

IBJ内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ

て
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た。

合
年
は
、
ミ
ニ
四
駆
大
会
、
子
供

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
新
し
く
〈
止
画
さ
れ
、

ミ
ニ
四
駆
大
会
で
は
、
特
設
コ
ー
ス

で
レ
ー
ス
に
熱
中
す
る
子
供
た
ち
と
、

そ
れ
を
見
守
る
親
の
真
剣
な
姿
が
あ

り
ま
し
た
。

舞
台
で
は
、
中
学
生
バ
ン
ド
の
演

奏
会
や
、
中
学
生
の
舞
踊
、
子
供
輪

の
会
の
踊
り
、
子
供
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

フ
ワ
フ
ワ
は
、
含
ま
で
と
変
わ
っ

た
形
式
の
フ
ワ
フ
ワ
で
、
い
つ
も
な

が
ら
押
す
な
押
す
な
の
大
盛
況
で
し

こ。t
 

風
の
博
物
館
と
姉
妹
館
提
携
を
結

ん
で
い
る
北
海
道
の
え
り
も
町
か
ら

は
、
活
毛
ガ
ニ
、
新
巻
鮭
、
毘
布
な

ど
の
海
の
幸
が
届
き
ア
ッ
と
い
う
間

に
売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
さ
け
鍋
」
に
は
、
行
列
が
で
き
、

め
っ
た
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い

「
さ
け
鍋
」
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

最
後
ま
で
楽
し
み
を
残
し
た
の
が
、

お
楽
し
み
大
富
く
じ
で
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
商
品
が
大
勢
の
人
に
当
た
り

ワ
ク
ワ
ク
し
た
、
ひ
と
と
き
で
し
た
。

商
工
会
、
農
協
、森
林
組
合
を
は
じ

め
と
し
て
、
町
内
の
名
裡
団
体
の
方
々

が
一
堂
に
集
ま
っ
て
、
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
町
内
外
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
肱
川
町
に
も
新
た

な
風
が
わ
き
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



(3) 箇）。枢毯。祗⑮ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂瞬
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丹精こめて育てた菊で す

羽根布団が当たったよ

ヽ＇
ー

さけ鍋 まだあるかな

私た ち 姉妹です
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好天気に恵まれて 、 こん なに 人が



隠）。柩ば]~ 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂麟 (4)

平
成
十
年
度
第
七
回

「
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
」
が

宮
崎
県
北
川
町
で
十
月

三
十
日
か
ら
十
一
月
一

日
ま
で
の
三
日
間
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
川
サ
ミ
ッ
ト
は
、

一
級
河
川
名
と
同
じ
名

前
を
持
つ
全
国
の
市
町

村
が
北
川
町
に
集
い

「川
と
い
つ
ま
で
も
仲

良
く
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
、
今
、
川
の
あ
り

方
が
変
わ
る
」
を
総
合

テ
ー
マ
に
講
演
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ソ

が
行
わ
れ
人
と
川
と
の

か
か
わ
り
方
や
共
生
の

あ
り
方
を
考
え
る
た
め

に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

川
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平

成
四
年
に
富
山
県
庄
川

町
で
始
ま
り
、
一
・

級
河

川
名
を
つ
け
た
自
治
体

は
全
国
に
五
十
一
市
区

町
村
あ
る
が
、
今
回
は

十
四
道
県
か
ら
北
川
町

を
含
め
て
十
七
市
町
村

が
参
加
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。全

国
川
サ
ミ
ッ
ト
連

絡
協
議
会
の
総
会
で
は
、

川サミッ ト旗を引き継ぐ大野町長

参
加
市
町
村
の
市
町
村
長
他
六

十
人
が
出
席
し
て
、
北
川
町
長

が
「
文
明
が
も
た
ら
し
た
マ
イ

ナ
ス
面
が
地
球
の
汚
染
。
清
流

の
再
生
を
願
う
の
が
サ
ミ
ッ
ト

の
意
義
で
あ
り
、
活
発
な
意
見

交
換
を
期
待
し
た
い
」
と
あ
い

さ
っ
さ
れ
、
サ
ミ

ッ
ト
共
同
宣

言
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
に
お
い
て
、
引
継
式

が
行
わ
れ
、
北
川
町
か
ら
、
来

年
の
開
催
地
で
あ
る
肱
川
町
が

「
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
旗
」
を
受
け

北
川
町
か
ら
肱
川
町
へ

そ
の
後
、
来
年
の
開
催
地
が

肱
川
町
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
」
北
川
町
か
ら
肱
川
町
へ
引
き
継
が
れ
る

取
り
ま
し
た
。
来
年
の
開
催
日

は
、
十
月
十
五
日
か
ら
十
七
日

ま
で
と
決
定
し
て
お
り
、
肱
川

町
役
場
の
土
井
健
司
さ
ん
の
作

品「
21
世
紀
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、

そ
れ
は
川
か
ら
始
ま
る
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ソ
と
し
て
、
現
在
、
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
が
練
ら
れ
て
い

ま
す
。町

民
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を

得
て
、
実
り
あ
る
サ
ミ
ッ
ト
に

し
た
い
も
の
で
す
。

記念植樹はアラカシの 木

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

平
成
10
年
12
月
17
日
（
木
）

～
 

平
成
11
年
1
月
2
日
（
土
）

毎
日
（
士
・
日
曜
日
を
含
む
）

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
8
時

ま
で
、
役
場
で
投
票
で
き
ま
す
。

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

町
選
挙
管
理
委
員
会

6

三
四
ー

ニ
三
―
―

内
線
―

1
0

あ
な
た
の

一
票
が、

あ
す
の
愛
媛
を
つ
く
り
ま
す
。

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
時

平
成
11
年
1
月
3
日
（
日

午
前
7
時
ー
午
後
8
時



(5)憶）。柩ば]@ 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鯛麟

民生児童委員・主任児童委員担当地区一覧表
任期 平成10年12月 1日～平成13年11月30日

氏 名 性別 部落名 新再別 担 当 地 区

山本節子 女 嘉 城 再任 嘉城 中 居 谷

万願寺亀次 男 道野尾 新任 共栄道野尾

谷本基子 女 協 生 新任 山槌 協 生

角田 和三 男 汗 生 再任 小畑井萩野尾汗生八重栗上森山

三井久美子 女 小 藪 新任 小藪中野

菅野桂子 女 肱 栄 再任 肱 栄 大 和

笹木 明徳 男 上鹿野川 再任 下鹿野）II上鹿野｝II京造見の越月野尾

小）II 和雄 男 久 保 再任 白石影地広常

後藤 忠 男 大 平 再任 久保大平大屋敷森

谷田 善和 男 敷 水 新任 下敷水敷水上敷水菟野尾

寺岡 初恵 女 下嵯峨谷 再任 下嵯餓谷上嵯餓谷橡の木瀕

山下 博 男 瓜生 谷 再任 柳郷 市之畦 瓜生谷町藤野原

玉井 清 男 中 津 再任 小倉中津

こ
の
た
び
の
一
斉
改
選
に
よ

り
、
新
し
い
民
生
児
童
委
員
及

び
主
任
児
童
委
員
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
な
お
、
主
任
児
童

委
員
は
民
生
児
童
委
員
と
改
選

時
期
を
統
一
す
る
た
め
、
合
わ

せ
て
改
選
さ
れ
た
も
の
で
す
。

民
生
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
と
も
に
十
二
月
一
日
付
け

で
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
は
、
社
会
奉

仕
精
神
を
も
っ
て
住
民
の
生
活

に
か
か
わ
る
諸
問
題
の
解
決
や

相
談
業
務
な
ど
を
自
主
的
に
行

う
。
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は

地
域
に
お
い
て
児
童
・
妊
産
婦

の
福
祉
に
関
す
る
相
談
、
援
助

活
動
を
行
う
大
切
な
任
務
で
す
。

最
近
は
特
に
、
高
齢
化
社
会

へ
の
移
行
の
中
で
、
ま
す
ま
す

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
老
人
問
題

主任児童委員

氏 名 性別 部落名 新再別 担 当 地 区

山田由美子 女 上鹿野 川I新任 I町内全域

家
族
構
成
の
変
化
な
ど
私
た
ち

の
抱
え
る
問
題
は
一
層
多
様
化

し
複
雑
化
し
て
お
り
、
そ
の
果

た
す
役
割
は
年
々
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

選
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、

地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
ご

活
躍
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
改
選
で
、
上

甲
勝
、
櫻
田
徳
香
、
豪
本
曙

美
、
藤
原
福
計
の
各
氏
が
勇
退

さ
れ
ま
し
た
。

大
変
長
い
間
に
わ
た
り
ご
活

躍
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
と
ぎ
に
、
落
ち
着
い

て
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
み
ん
な
で

家
の
中
か
ら
の
逃
げ
道
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
一
方
向
だ
け
だ
と

逃
げ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
必
ず
二
方
向
以
上
の
逃
げ

道
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

避
難
路
は
二
方
向
が
基
本

t-/  v ／戻ってはダメ，9

'， 9ヽ，，，，

一
度
避
難
し
た
ら

家
の
中
に
は
戻
ら
な
い
。

住
宅
火
災
で
尊
い
命
を
失
っ

た
人
は
、
毎
年
お
よ
そ
千
人
に

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
一
度
屋
外
へ
避
難
し

て
い

な
が
ら
、
再
び
荷
物
を
取
り
に

戻
っ

て
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
火
は
予

想
以
上
に
早
く
勢
い
を
増
し

ま
す
。
火
災
を
防
ぐ
こ
と
が
第

一
で
す
が
、
万
一
、
火
災
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
安
全
を
最
優
先

し
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

—
避
難
に
つ
い
て

1



1⑲。柩毯。噛 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂瞬 (6) 

お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す

赤
ち
ゃ
ん
の
か
ぜ
ひ
き
が
危

険
な
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
お

り
ま
す
が
、
六
十
五
歳
以
上
の

老
人
の
か
ぜ
は
赤
ち
ゃ
ん
以
上

に
危
険
で
す
。

老
人
の
死
亡
順
位
は
、
が
ん

心
臓
、
脳
卒
中
の
順
で
す
が
、

そ
の
次
の
四
位
が
、
か
ぜ
に
よ

る
肺
炎
と
気
管
支
炎
で
す
。
か

ぜ
は
、
正
に
「
油
断
大
敵
」
で
す
。

な
ぜ
危
険
…
老
人
の
か
ぜ三

ば
い
菌
が
入
っ
て
き
て
も
、

咳
を
す
れ
ば
外
に
追
い
出
さ
れ

ま
す
が
、
お
年
寄
り
は
、
そ
の

咳
を
す
る
力
も
弱
ま
っ
て
く
る

の
で
す
。

①
体
温
調
節
が
悪
い

人
の
か
ら
だ
は
外
の
気
温
に

合
わ
せ
て
体
温
が
自
動
的
に
調

節
さ
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

る
の
に
、
年
齢
を
重
ね
る
と
、

そ
の
調
節
が
う
ま
く
い
か
な
く

な
り
ま
す
。

・
寒
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
着
る
。

．
暑
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
脱
ぐ
。

こ
れ
を
こ
ま
め
に
や
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

②
免
疫
力
が
低
い

免
疫
力
が
低
い
と
い
う
こ
と

は
、
入
っ
て
き
た
ば
い
苗
や
ウ

イ
ル
ス
を
殺
す
力
が
弱
い
う
こ

と
で
す
。

①
呼
吸
器
の
老
化

五
十
年
、
六
十
年
と
働
き
続

け
る
と
気
管
支
も
老
化
し
て
き

ま
す
。細

い
気
管
支
が
拡
張
し
た
り
、

あ
る
い
は
逆
に
細
く
な
っ
た
り

も
し
ま
す
。

長
年
、
タ
バ
コ
を
の
ん
で
い

る
人
は
、
数
倍
も
慢
性
肺
気
腫

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

①
予
備
力
が
な
い

肺
だ
け
で
な
く
、
心
臓
・
肝

臓
．
腎
臓
な
ど
、
す
べ
て
の
内

蔵
が
老
化
し
て
い
る
の
で
、
か

ぜ
ひ
き
か
ら
こ
れ
ら
の
内
蔵
に

連
鎖
反
応
が
起
こ
り
ま
す
。

か
ぜ
ひ
き
が
、
他
の
病
気
を

老
人
は
病
気
に
頑
張
り
は
効

き
ま
せ
ん
。
こ
と
に
相
手
が
ば

い
苗
の
場
合
は
、
な
お
さ
ら
で

す。①
お
年
寄
り
は
通
院
中
に
病
院

で
か
ぜ
を
も
ら
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
人
混
み
に
出

る
よ
う
な
人
は
イ
ソ
フ
ル
エ

ソ
ザ
ワ
ク
チ
ソ
の
予
防
注
射

を
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

予

防

に

は

こ
じ
ら
せ
る
わ
け
で
す
。

①
熱
が
出
に
く
い

年
を
と
る
ほ
ど
体
の
反
応
力

が
弱
い
の
で
、
か
ぜ
を
ひ
い
て

い
て
も
あ
ま
り
熱
が
出
な
い
の

で
す
。
そ
こ
で
、
た
い
し
た
こ

と
は
な
い
と
見
く
び
っ
て
い
る

う
ち
に
肺
炎
を
起
こ
し
て
命
取

り
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

高
齢
者
の
か
ぜ
の
危
険
信
号

は
．
ど
う
き
・
息
切
れ

・
呼
吸
が
早
い
・
脈
が
多
い

な
ど
で
す
。
と
に
か
く
、
体
温

だ
け
に
頼
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

三
週
間
経
っ
て
も
ま
だ
治
り

き
ら
な
い
時
は
、
も
う
一
度
胸

の
レ
ソ
ト
ゲ
ソ
写
真
を
撮
っ
て

み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
抵
抗

カ
の
低
下
で
、
長
い
間
冬
眠
し

て
い
た
結
核
苗
が
増
え
始
め
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

カゼの民間療法

•しょうがくず湯
①くず粉か片栗粉大さじ 1杯を大ぷり

のカップに入れ少量の水で溶き、熱
湯を注ぎかきまぜる。

②これに 1かけのしょうがをおろし、
絞り汁とハチ ミツをよくまぜて熱い
うちに飲む。

•梅干の黒焼き湯

梅干2個を黒くこげるまで焼き、荼わ
んに入れ熱湯を注いでよくはしでまぜ、
熱いうちに飲む。

か
ぜ
を
ひ
い
た
と
思
っ
た
ら

う。

②
か
ぜ
の
は
や
る
時
は
、
な
る

べ
く
人
混
み
の
中
へ
は
出
て

行
か
な
い
こ
と
。
マ
ス
ク
を

か
け
る
と
吐
く
息
で
マ
ス
ク

が
温
ま
る
の
で
吸
う
息
が
温

ま
っ
て
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

③
睡
眠
不
足
に
な
ら
な
い
こ
と

も
予
防
に
な
り
ま
す
。

④
公
衆
道
徳
も
守
り
ま
し
ょ
う
。

咳
を
す
る
人
は
マ
ス
ク
を

す
る
、
咳
が
出
る
時
は
ハ
ソ

カ
チ
で
口
を
覆
う
、
他
人
の

方
に
向
い
て
咳
を
し
な
い
、

な
ど
唾
の
飛
沫
を
飛
ば
さ
な

い
よ
う
お
互
い
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

①
早
め
に
暖
か
く
し
て
布
団
の

中
に
も
ぐ
り
込
み
ま
す
。

②
消
化
の
よ
い
栄
養
の
あ
る
も

の
を
食
べ
て
体
に
抵
抗
力
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
お
茶
を
飲
む
な
ど
、
水
分
の

補
給
を
充
分
に
し
ま
し
ょ
う
。

fn"1】

1

金

正

2
土

3
日
愛
媛
県
知
事
選
挙
投
票
日

4
月
御
用
始
め

5
火

6
水

7
木
民
生
委
員
会

8
金

9
土

10
日

11
月

12
火
不
用
犬
回
収
日

13
水

14
木
農
業
委
員
会

15
金

第

5
1
回
成
人
式

16
土

17
日

18
月
不
燃
物
収
集

19
火

2
0
水

21
木
定
例
部
落
長
会

22
金

2
3
土

24
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
・
駅
伝
大
会

25
月

26
火

27
水

28
木
町
税
等
出
張
受
入
れ

29
金

30
土
古
紙
収
集
日

31
日

月



(7) 憶）。柩毯。龍⑮ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂 麟

平成10年唐 肱JIIIBJ金婦式

こ れ か ら` も お プE 気 で

平成 10年度金婚 者

部落名 夫 婦 名 年齢

勇 75 
山槌 有友八重子— 72 

長信 77 
協生 宮本 カヲル 69 

嘉孝 70 
中居谷 戒野 智恵子 69 

武 78 
久保 前田

トラコ 72 

賓男 72 
久保 藤尾 フジェ 67 

芳 長 72 
大平 上田 永 子 72 

年秋 71 
大平 後藤 美貴恵 83 

充 ー 75 
大 平 森田 ヨ、ン子 74 

部落名 夫 婦 名 年齢

香 74 
森 兵頭 ムラエ 75 

菊池 昭諏三郎子 71 
大和

68 

元春 71 
中野 谷

ハヤコ 70 

壽男 71 
小藪 宇都宮 佐輿子 68 

進 70 
小藪 道田ミ、トゞリ 71 

藤 一 71 
下 k 宮田 アヤコ 68 

嘉穂 75 
柳 東

松代 69 

十

五

組

を

祝

福

平
成
十
年
度
金
婚
式
が
、
十

一
月
十
七
日
に
風
の
博
物
館
に

お
い
て
、
十
五
組
の
内
十
組
の

ご
夫
婦
を
お
迎
え
し
、
大
野
町

長
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
長
の

ご
出
席
を
得
て
、
晴
れ
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

金
婚
式
は
ご
成
婚
五
十
周
年

を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

金
婚
式
、

祝 ら生歩難しす
い金れをんにたが
申婚ま改でたご‘
し者しめこえ夫金
上のたてらら婦婚
げ皆゜振れれは式
ま様 りた‘‘を
すに か五共共迎

心 え十ににえ
か つ年人永ら
ら ての生いれ
お お人を苦ま

一

夫
婦
と
も
に
五
十
年



隠）。柩含。褪恩 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章）＇ 鱈 麟 (8)

年金は、 請求しないともらえません
それぞれの年金は、受けられる資格が発生しても本人が請求しなければ支給されません。

年金を受ける資格が発生したら忘れずに請求しましょう。

年金を請求するには、裁定請求書を提出するほかに請求書に添えなければならない書類が

あります。詳しいことは、それぞれの提出先にお問い合わせください。

裁定請求書の提出先は、次のとおりです。

老齢基礎年金、 老齢 ・退職給付を請求する場合
｛ずっと国民年金だけの方｝

住民票のある市町村の国民年金担当係の窓ロ

｛ずっと公務員等（共済組合制度加入）の方｝

⑦単一共済組合期間のみの場合

加入していた共済組合の担当窓ロ

①複数の共済組合に加入した場合

老齢基礎年金は、住所地を管轄する社会保険事務

所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合制度の担当

窓ロ

｛複数の年金制度に加入していた方｝

- （ただし、該当する制度について）一

⑦年金を請求する段階で最後に加入していた制度が

国民年金の場合

老齢基礎・厚生年金は、住所地を管轄する社会保

険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当

窓ロ

①年金を請求する段階で最後に加入していた制

度が厚生年金保険の方

老齢基礎 ・厚生年金は、最後に勤めていた事

業所（船員にあっては船舶所有者）を管轄する社

会保険事務所または都道府県主管課船員保険係

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当

窓ロ

＠年金を請求する段階で最後に加入していた制

度が共済組合制度の方

老齢基礎 ・厚生年金は、住所地を管轄する社

会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当

窓ロ

障害・遺族基礎年金、障害 ・遺族給付を請求する場合
障害の原因となった病気・けがの初診日、または死

亡日が

⑦国民年金加入中の場合

住民票のある市町村の国民年金担当係の窓ロ

⑦厚生年金保険加入の場合

年金を請求する段階で勤めていた事業所（船

員にあっては船舶所有者）を管轄する社会保険

事務所または都道府県主管課船員保険係

⑦共済組合制度加入中の場合

それぞれの共済組合の担当窓ロ

代金引換郵便サービスについてのお知らせ ～送り付け商法の被害に遭わないためにも…～

0代金ill換郵便物を、お受け取りになる方へ

・ご本人が注文されたものですか？

差出人名と品名、引換金額を確認してから、お

受け取りください。

・代金引換郵便物をいったん受け取られますと、

郵便局では、その後の郵便物の返納や代金返還

のお申し出には応じられませんのでご注意くだ

さい。

・ご本人が注文されたものか分からない場合

ご本人が注文されたものかどうか不明の場合、

「受取保留」ができます。

郵便物はいったん持ち帰り、再度、配達にお伺

いします。＿ご本人に確認していただいた上で、

再配達希望日をご連絡ください。

0代金引換郵便物を、お出しになる方へ

・「代金引換郵便」をお出しになる際には、差出人

の住所氏名を記載していただくことが必要とな

りました。差出人の電話番号もご記載ください。

＊差出人の住所氏名のご記載がない場合は、代

金引換郵便物としてのお引き受けをお断りい

たしますので、ご了承ください。

・「差出人の住所」を、郵便局の私書箱や郵便局留 、

置とすることはできません。



(9) 樋）。〗毯。1⑮ 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬

”
人
権
“
と
い
う
言
葉
か
ら
、

あ
な
た
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
か
。
難
し
い
問
題
、
わ
た
し

と
は
関
係
の
な
い
一
部
の
人
た

ち
の
問
題
：
果
た
し
て
そ
う
で

し
ょ
う
か
。

人
権
は
、
一
人
一
人
に
平
等

に
与
え
ら
れ
た
、
生
き
る
た
め

の
自
然
の
権
利
で
す
。
特
別
な

と
こ
ろ
で
は
な
く
、
自
分
の
身

の
ま
わ
り
は
も
ち
ろ
ん
、
人
が

い
る
と
こ
ろ
ど
こ
に
で
も
人
権

は
あ
り
ま
す
。
肩
に
力
を
入
れ

な
い
で
、
呼
吸
す
る
よ
う
に
、

ど
ん
な
差
別
や
偏
見
に
も
自
然

に
反
応
で
き
る
、
そ
ん
な
人
権

意
識
を
身
に
つ
け
た
い
も
の
で

す。“人権はし

／ 
12月

相
手
の
存
在
を
認
め
る

肩
ひ
じ
は
ら
な
い
人
権
意
識

ち
ょ
っ
と
し
た

H
常
の
出
来
事
に
も

H
然
に
反
応
で
き
る
人
権
意
識
を
も
と
う

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
、
人
権
問
題
、
あ
る
い
は
人

権
侵
害
と
い
う
言
葉
を
よ
く
見

聞
き
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

総
理
府
の
世
論
調
査
（
平
成
九

年
）
で
も
、

「
こ
こ
数
年
の
間
で

人
権
が
侵
害
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
た
」
と
答

え
た
人
は
、
全
体
の
約
四

0
%

に
上
り
ま
す
。
五
年
前
の
同
様

の
調
査
に
比
べ

‘
-
0ボ
イ
ソ

ト
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
わ

た
し
た
ち
は
つ
い
、
言
葉
や
態

度
で
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
街
で
、

急
い
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

人
を
突
き
飛
ば
し
た
り
人
の
間

に
割
り
込
ん
だ
り
：
•
こ
れ
で
は
、

邪
魔
な
草
や
木
を
押
し
退
け
る

の
と
同
じ
で
、
人
を
人
と
し
て

扱
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す。
悪
い
こ
と
と
は
分
か
っ
て
い

て
も
、
な
か
な
か
改
め
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
行
為
を
し
て
し
ま
っ

た
と
き
に
、
素
早
く
気
付
き
、

ひ
と
言
か
け
る
こ
と
が
で
き
た

ら
ー
こ
う
し
た
ご
く
当
た
り
前

の
こ
と
が
、
相
手
の
存
在
や
意

思
を
認
め
る
、
つ
ま
り
人
権
を

尊
重
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す。
わ
た
し
た
ち
の
社
会
に
は
ま

だ
、
相
手
の
存
在
を
無
視
し
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
あ
り

ま
す
。
部
落
差
別
や
外
国
人
差

別
、
性
別
に
よ
る
差
別
や
子
ど

も
の
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
、

お
年
寄
り
や
障
害
者
に
対
す
る

偏
見
な
ど
で
す
。
こ
う
し
た
問

題
を
な
く
す
た
め
に
も
、
ま
ず

は
身
の
ま
わ
り
の
人
権
に
気
付

く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

、。カ
だ
れ
に
言
わ
れ
な
く
と
も
心

と
体
が
自
然
に
反
応
す
る
、
肩

ひ
じ
は
ら
な
い
人
権
意
識
が
、

今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
人
権
宣
言
五
十
周
年
・
人
権
擁
護
委
員
制
度
五
十
周
年
記
念
月
間
）

小中学性代表による献花

戦
没
者
追
悼
式

菊
蓋
る
十
月
二
十
九
日
（
木
）

に
三
百
五
柱
の
御
霊
を
お
迎
え

し
て
、
平
成
十
年
肱
川
町
戦
没

者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
維
新
よ
り
外
国
と
の
大

戦
に
お
い
て
祖
国
の
興
隆
と
同

胞
へ
の
意
を
尽
く
さ
れ
た
方
々

に
感
謝
す
る
と
共
に
、
ご
遺
族

の
皆
さ
ん
の
痛
恨
の
想
い
を
お

察
し
し
、
今
後
二
度
と
悲
惨
な

歴
史
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い

よ
う
永
遠
の
努
力
を
尽
く
す
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

三
百
五
柱
の
御
霊
の
永
遠
の

ご
冥
福
と
ご
遺
族
の
限
り
な
い

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。



i⑲。柩庖。嘔 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂臨忌 (10)

「国の教育ローン」のご案内

国民金融公庫では、高校、短大、大学、 専修学

校等への入学費用や、在学中の授業料などの費用

を融資する「国の教育ローン」の申込を受付してい

ます。低利で手続きも簡単です。

学生 • 生徒お一人につき

ご融 資額 200万円以内
（平成10年 1月 4 日以降の限度額）

利 率
年2.3%（固定金利）

（平成10年11月10日現在）

ご 返 済 期間 8年以内

据置期間 在学期間以内で元金据置可能。

保 証
（財）教育資金融資保証基金

または保証人(1名以上）

※ 6ヵ月間以上の海外留学資金も対象となります。
※12月中の借入を希望の場合は、 150万円がご融資限

度となります。

閾＇冒~-；』□̀ 言：□-ノ係

「肱川町奨学生」の募集について

このことについて、下記の要領で募集します。

記

1 応募資格

(1) 高等学校（高等専門学校・盲学校・ろう学校及

び養護学校高等部）また、大学（これに準ずる教育

施 設 ） 及 び 各 種 学 校 に 在 学 す る 者 並 び に 生 涯 教 育

に関する研修を受ける者

(2) 学業・人物ともにすぐれ、且つ健康な者

(3) 学資の支弁が困難であると認められた者

(4) 日本国民であって保護者が、肱川町に居住する

者

2 奨学金の貸付限度額

(1) 高等学校に在学する者 月額 12,000円
(2) 大学に在学する者 月額 24,000円

(3) 医科大学に在学する者 月額 50,000円

(4) 各種学校に在学する者 月額 20,000円

(5) 生涯教育に関する研修を受ける者 必要経費

3 申し込み方法

平成11年 4月から希望される方は平成11年 2月末

日までに願書を提出してください。

4 奨学生の認定

肱 川町教育振興基金審査会の審査を経て町長が認

定する。

5 問い合わせ及び用紙讀求先
肱 川町教育委員会事務局 云 34- 3424

障害のある人の人権問題に関する

12時間電話相談

相談内容

日 時

電話番号

相談担当者

主 催

障害のある人の扶養介護，

社会参加等障害のある人の人

権問題に関する相談（無料 ・

秘密厳守）

平成11年 1月12日（火）

午前9時～午後9時

フリーダイヤ）レ0120-025-550

人権擁護委員

弁護士 法務局職員

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

圏民文化講演会

くす tc えりこ

◎講師楠由枝里子（司会者・エッセイスト）

くプロフィ ール》

三重県伊勢市に生まれる。

東京理科大学理学部を卒業後、日本テレビに

アナウ ソサーとして入社。

現在はフリーで、テレビの司会や、ノソフィ

クショソ、 エッセイ、絵本など、 幅広い創作活

動を続けている。

◎テーマ 『これまでの旅、これからの旅』

◎日時 平成11年 2月17日（水）

開場12:50 開演13:30 

◎場所大洲市民 会 館 大 ホール（大洲市大洲）

◎入場整理券 入場を希望される方は、入場整理

券が必要とな ります。平成11年 1月18日（月）

から発行いたします。

◎問い合わせ先

肱川町役場風おこし課 内線121

雰r
呈`

戸
籍
関
係
事
務
（

出
生

・
死
亡

・

婚
姻
）
は
受
げ
付
け
ま
す
。

特
産
開
発
セ
ン
タ
ー

売
店

12
月
30
日
（
水
）
午
後
？

1
月
2
日
（
土
）

12
月
30
日
（
水
）

ー

1
月
3
日
（
日
）

風
の
博
物
館

12
月
29
日
（
火
）
？
1
月
1
日
（
金
）

肱
流
苑
（デ
イ
サ
—
ピ
ス
）

12
月
29
日
（
火
）
？
1
月

4
日
（
月
）

歴
史
民
俗
資
料
館

12
月
29
日
（
火
）
？
1
月

2
日
（
土
）

肱
川
町
営
バ
ス

12
月
31
日
（
木
）
？
1
月
3
日
（
日
）

鹿
野
川
荘

休
ま
ず
営
業
し
ま
す

福
田
医
院

12
月
30
日
（
水
）
午
後
？

1
月

3
日
（
日
）

肱
川
歯
科
診
療
所

12
月
30
日
（
水
）
？

1
月

4
日
（月）

兵
頭
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

12
月
30
日
（
水
）
？
1
月

4
日
（
月
）

肱
川
郵
便
局
（
貯
金
・
保
険

）

12
月
31
日
（
木
）
？
1
月

3
日
（日）

食
堂
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◎職域 ・団体募金

区 分 金 額

婦 人 会 36, 197円

建設省事務所 6,115 

老人クラブ 29,500 

青 年 団 37,011 

肱 流 苑 12,356 

ひ じ 建 16,665 

役場職 員 20,000 

利 子 他 2,821 

◎大口募金

区 分 金 額

2,000円X22名 44,000円円

3,000 X2名 6,000 

5,000 X 1名 5,000 

50,000 X 1名 50,000 

100,000 X 1名 100,000 

◎学校募金（教職員を含む）

区 分 金 額

中野幼稚園小学校 7,000 円

叫 ” 9,486 

大谷 I/ 4, 882 

予子林 // 4,806 

岩谷 ” 3,402 

肱川中学校 32,838 

大洲高校肱川分校 10,000 

ご協力ありがとうございました

赤い甜艮募金総額924,563円
ら しよさに来成し 寄 い協の肱く金赤
寄こ上りいあ ま す て お せ 羊 ヵ み 川りがい十
せのげ厚まりしる目陰ら蓋をな町ひ全羽月
ら皆まくしがたこ標をれの得さでろ、国根―
れさ すお たと゜と額も［募てんもけ 各共日
たん゜礼゜う本がをち-金温の町 地同か
募か 申心ご当出達ま℃がかご民、で募、

◎戸別募金

部 落 金 額 部 落 金 額

小畑井 2,000円 下鹿野川 24,485円

萩野尾 3,000 上鹿野川 36,981 
汗 生 14,500 尽＇ 造 2,500 
道野尾 18,550 見の越 3,000 
上森山 7,500 月野尾 7,000 
八重栗 5,500 下敷水 8,000 
山 槌 11,000 敷 水 10,500 
協 生 12,850 上敷水 3,100 
嘉 城 9,077 下嵯峨谷1 6,600 
±1: /‘ 栄 28,500 下嵯峨谷2
中居谷 21,802 上嵯峨谷 6,160 
白 石 10,610 菟野尾 10,500 
牙旦ク 地 8,965 橡の木瀕 1,500 

広 常 18,700 柳 9,800 
久 保 18,504 郷 9,000 
大 平 15,000 市之畦 7,000 
大屋敷 8,500 瓜生谷 10,000 

森 6,000 町 7,600 
肱 栄 6,500 藤野原 9,000 
大 和 16,000 小 倉 2,500 
中 野 32,800 中 津 10,900 
小 藪 24,500 合 計 486,484 

平成11年心配ごと相談所担当者および日程表

相談日 担 当 者 相談日 担 当 者

1/6（水） 福田 保•小） II 和雄 1 /20（水） 角田和三・玉井 清

2/5（金） 福田 保・山本節子 2 /22（月） 谷田 善和・山下 博

3/5（金） 福田 保・谷本基子 3/23（火） 万願寺亀次・後藤 忠

4/5（月） 福田 保・三井久美子 4 /20（火） 笹木明徳・谷田善和

5/6（木） 福田 保・菅野桂子 5/20（木） 山下 博・寺岡初恵

6/7（月） 福田 保・小川和雄 6/21（月） 角田和三・山本節子

7/5（月） 福田 保・玉井 清 7 /21（水） 谷本基子・後藤 忠

8/5（木） 福田 保・万願寺亀次 8/20（金） 笹木 明徳・三井久美子

9/6（月） 福田 保・谷田善和 9/20（月） 山下 博・菅野桂子

10/ 5（火） 福田 保・角田和三 10/20（水） 後藤 忠・寺岡初恵

11/ 5（金） 福田 保・小川和雄 11/22（月） 笹木 明徳 ・玉井 清

12/6（月） 福田 保・万願寺亀次 12/20（月） 谷田善和・寺岡初恵

＊出務時間 13: 30~16: 30 ＊場 所 肱川町公民館(2F)青年室

金
は
全
額
、
愛
媛
県
共
同
募
金

会
へ
送
金
い
た
し
ま
す
。
こ
の

募
金
の
配
分
は
平
成
十
年
度
に

お
い
て
、
肱
川
町
に
還
元
さ
れ
、

老
人
福
祉
な
ど
幅
広
く
活
用
さ

れ
ま
す
。

命
社
協
だ

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京

造

門

多

ヤ

ス

子

様

中

津

二

宮

亀

男

様

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

私
達
は
、
お
正
月
は
楽
し
く

迎
え
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し

病
気
な
ど
で
そ
れ
が
で
き
な
い

人
も
お
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
が

今
「
幸
せ
」
と
思
っ
た
ら
、
そ
の

気
持
ち
を
分
か
ち
、
歳
末
た
す

け
あ
い
に
寄
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

寄
付
を
さ
れ
た
人
も
喜
び
寄
付

を
し
た
人
も
あ
た
た
か
い
気
持

ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
歳
末
に
あ
た
り

援
護
を
必
要
と
す
る
人
々
に
物

心
両
面
に
わ
た
っ
て
支
援
す
る

も
の
で
す
。

運
動
期
間
は
十
二
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヵ

月
間
で
す
。
今
年
も
、
あ
た
た

か
い
菩
意
の
寄
付
金
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
施
中
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量璽闘麗琶墨圏嚢圏籠闘
去
る
十
二
月
九

日
、
鹿
野
川
荘
に

於
い
て
、
年
金
友

の
会
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

会
長
市
川
澄
男

氏
以
下
会
員
数
は

現
在
正
会
員
五
七

五
人
准
会
員
六
七

人
の
合
計
六
四
二

農

林

だ

よ

り

会長 市川澄男氏

J

A
屈
JII
年
宗
貯
金

目
樟

六
四
信
0
五

oonPJを

早
爾
に
必
逹
し
よ
う
＂
＂

r
 9

・

来 賓 祝 辞

出席友の会会員

人
と
な
っ
て
い
る
。
当
日
の
出

席
会
員
は
二
七

0
人
で
鹿
野
川

荘
始
ま
っ
て
以
来
最
高
の
入
場

者
数
で
盛
会
裏
に
終
わ
り
ま
し

こ。t
 開

会
の
後
、
会
長
・
市
川
澄

男
よ
り
元
気
で
出
席
さ
れ
た
会

員
さ
ん
に
対
し
て
の
お
礼
と
今

後
J
A
合
併
に
な
っ
て
も
友
の

会
は
存
続
す
る
旨
の
挨
拶
が
有

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

り
、
引
き
続
き
鉾
岩
組
合
長
か

ら
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
な
さ
れ

た
。
来
賓
の
方
々
か
ら
は
肱
川

町
議
会
議
長
下
石
勲
氏
、
肱
川

町
森
林
組
合
長
・
河
野
美
治
氏
、

県
信
連
よ
り
検
査
室
長
の
佐
藤

様
よ
り
県
信
連
会
長
の
祝
辞
代

読
を
戴
い
た
。

議
事
に
移
り
、
市
川
会
長
が

議
長
を
つ
と
め
ら
れ
、
平
成
九

年
度
の
活
動
報
告
、
平
成
一
〇

年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
、

友
の
会
会
則
審
議
と
原
案
の
通

り
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
各
地
区
よ
り

二
名
ず
つ
の
選
考
委
員
を
出
し

別
室
に
て
選
考
委
員
会
を
も
ち

次
表
の
通
り
役
員
の
改
選
が
な

さ
れ
満
場
一
致
に
て
決
定
し
た
。

最
後
に
申
し
合
わ
せ
事
項
を

冨
永
知
孝
氏
に
よ
り
朗
読
さ
れ

全
員
拍
手
に
て
原
案
の
通
り
採

択
さ
れ
た
。
飛
野
副
会
長
よ
り

閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
有
り
総
会

は
無
事
終
了
し
た
。

懇
親
会
に
う
つ
り
三
好
専
務

よ
り
あ
い
さ
つ
の
後
、
下
石
議

長
の
発
声
に
て
カ
ソ
パ
イ
を
行
っ

て
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

辰
本
社
中
の
チ
ビ
ッ
コ
逹
の
踊

り
演
芸
を
楽
し
み
な
が
ら
懇
親

を
行
っ
た
。

”
 

顧

問 ”
 
”
 
”
 

美英利義

”
 
”
 

幹副会
！，会

事長長

鉾山村岡浅桜桧周中冨飛

岩中田村井田田藤居永野

春 喜 知 虎
代

勉茂夫三明博博馬光孝生
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動脈硬化の大きな原因となる(LDLコレステロール）とは？？

食生活の欧米化やOA機器の進化によって日本人の高脂血症は年々増加してきています。現在、 30

歳以上の30％以上が高脂血症といわれています。高脂血症は動脈硬化の危険因子です。そこで、高脂

血症発症の メカ ニズムを知り 、動脈硬化によ ってひきおこされる高血圧、心疾患、脳卒中を早めに予

防しましょう 。

高脂血症の原因
1.エ不ルギー過剰

2.動物性脂肪のとりすぎ

3.運動不足

4. （一次性）遺伝性家族性

5.（二次性）肥満、糖尿病、甲状腺機能低下症、ネフロ ーゼ、慢性腎不全、

の病気がある場合。

リポ蛋白のなかでも特に、 LDLコレステロールが動脈硬化の原因といわれています。 LDL（悪

玉コレステロール）は、肝臓で合成されたコレステロールを全身の組織に運びます、一方HDL（善玉

コレステロール）は、余分なコレス テロールを肝臓に運び戻 します。

動脈硬化は、血液中の「LDL」と呼ばれるコレステロールが、血管壁に沈着しておこります。そ

のため、 LDLは、悪玉コレステロールともいわれています。 LDLコレステロールは「総コレ ステ

ロールーHDLーコレステロール（中性脂肪X1/5)の式で求められますが、最近はLDLコレステ ロー

ルの値を測定することができるようになりました。

高脂血症の予防
1.偏食を しないでバラソスのよい食事をする。

2.食べ過ぎない。飲み過ぎない。ふ とりすぎに注意！

3.適度な運動をこころがける。

4.動物性、植物性、魚の油は 4: 5 : 1の割合が望ましい。

5. タバコはできるだけ控え、お酒はほどほどに！

6. コレステロ ールの多い食品を控える。

*LDLコレステロ ールはLDLが酸化、変性されたもの（変性LDL)が、血管に沈着し、動脈硬化

をひきおこしているのです。酸化を防ぐためには、ビタ ミソC、ビ タミソE、ベータカロチソ、フ

ラボノイドなどを食事のなかでとることも大切です。

アルコール性肝障害など

＊冬期に多く発症する高血圧、心疾患、

脳卒中を予防するために、高脂血症及

び、境界域に一つでも当てはまる値が

ある人は、早めに生活習慣の改善を心

がけましょう。

よ宇舌都河石＊pL 宇都宮 橋本i `  係 竹本藤高 塁i ヽ係 且先 正月 お
ろし寿男口 健次ガ 男寿云英機云 一男満清 三 知

乞匹 云云 ケ
願おくニニ係関ス ニニ ーニ 9ヂ t:I ら
い四I四I 四I四l 五I四I ≪ゞ＂

予—— ーー 一 つのせ
すま゚ 二五五七 五二三六 二七五八 てい対 I■ I ■ 

七六 七一 〇八 応

一
1
月
6
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方

面

1
月
7
日
（
木
）
岩
谷
方
面

1
月
1
1
日
（
月
）
中
津
方
面

1
月
20
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方

面

1
月
21
日
（
木
）
岩
谷
方
面

1
月
25
日
（
月
）
中
津
方
面

L

P

G
配

達

予

定

表

1
月
4
日
（
月
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

1
月

6

日
（
水
）
藤
野
原
•
町

1
月
8
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

1
月
10
日
（
日
）
久
保

1
月
12
日
（
火
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

1
月
14
日
（
木
）
犬
返
り
・
篠
谷

下
石
丸
・
滝
山

萩
野
尾

1
月
1
6
日
（
土
）
広
常
・
影
地

1
月
18
日
（
月
）
森
・

肱
栄
・
硯

久
下
・
樋
野
口

汗
生

1
月
1
9
日
（
火
）
中
津

・
小
倉

1
月
20
日
（
水
）
鹿
野
川

1
月
22
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

1
月
24
日
（
日
）中
居
谷

・
嘉
城

共
栄
・
赤
岩

道
野
尾

1
月
26
日
（
火
）
大
駄
場
・
柳

・
郷

瓜
生
谷

1
月
28
日
（
木
）
敷
水
・
菟
野
尾

1
月
30
日
（
土
）
大
屋
敷
・
大
平
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椎茸市況・i .,.- -----=- t 

l 優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．I l 
｝ 県森連市況

平成10年11月27日市 1乾椎茸市況（松 山 椎茸市場） 1

大洲木市 （単位m'当り ：円） 市売日•••平成10年10月 27 日
市売数茸 •·819ケ ース 14,440kg 
平 均 単価 3,864円スギ ヒ ノ キ マ ツ

長さ末口径
直 曲がり直曲がり 直

その他 銘 柄別単 価

銘 柄 価 格 ． 相場銘 柄 価 格 相 場 ！i 7cm下本 440本 300本 493本 386
8 cm上本 485本 453本 650本 630 こ う こ 5,000 ~ 7,000 保 特 用 大 3,000~ 4,000 保 t 

: 4 m l3 cm上18,80013,000 40,000 26,000 18cm上22,000 大 厚 4,500~ 6,300 保 特 用 中 3,800~ 4,600 保！
18 cm上19,300I 13,000 I 39,000 I 29,500 ~4 cm上 29 ,000
24 cm上19,000I 12, 700 I 39,300 I 31,000 13(lcm上34,000 中 厚 5,200~ 7,500 保特用中小 3,500~ 4,500 保

l 7 cm下本 200本 176本 246本 176 中 小厚 4,600~ 5,800 保特用小 3,000~ 3,800 保 ！ 
8 cm上 本 245本 本 400本 小厚 3,800~6,000 保 大パ レ 2,400~ 2,800 保；
11 cm上13,oooI I 19,100 i 13m 13 cm上18,50012,500 32,000 24,200 18cm上19,000 大 ウス 3,600~ 5,800 弱中 パ レ 2,600~ 3,000 保 t 

l l8 cm上18:000 I 12: 500 I 31: 000 127: 500 ~4叫 24 :ooo 中ウ ス 4,000 ~ 6,200 弱中小バ レ 2,400 ~ 2,800 保 ！ 
2 4 cm上16,500I 11,600 I 25,000 I 22, 700 13(lcm上
7 CID 下本 一 本一 本 一本一

中小ウ ス 3,800 ~ 5,600 弱小 パ レ 1,500 ~ 2,000 保 t 
i 2m 8 cm上本 一本 一 本 一 本 一 小ウ ス 3,000~ 5,800 弱 変 形 2,500~ 3,500 保 i

16 cm上10,000I I 16,000 I 113cm上 ・ ジ ャ ミ 1,600~ 3,800 保 色 悪 ウス 1,200~ 2,400 弱

! I 130 cm上 どんこ大 6,000 ~ 6,800 保 色 悪パ レ 800 ~ 1,600 弱 t ! 6 m 13 cm上22,50018,100 52,400 39,300 
! 18 cm上22800 18 200 51 900 46 300 ど ん こ 中 5,300 ~ 6,500 保小粒トヘノコ ～ 

！ 特選 l69,000 どんこ小 3,500 ~ 5,800 保スライス 2,000 ~ 4,100 保 ！ 

足 場 1m当たり円～円 概況 平成10年春子の最終市は前回より出品品柄が悪く乎均単価を下げたが、 ' 
年末を控え、買方摸様眺めで、一搬材、 杉桧柱中心保合。 枝打ち優良材は買気涸い。松／」、 ほぽ保合で推移した。下物の買気は弱いが、どんこ～厚肉系の価格は維 ！ 

径材は、造保合。
！ 備考 初市は、 記念市とな ります。優良材等の出荷に御協力頂きますよ うお瓢いします。 持されている。来年も よろし くお願い します。
！ 今年同様、来年も組合共阪に御協力頂きますようお瓢い します。 i 
\.~----------------------- -------------_,J __________________ _, 

シイタケ生産について

皆さんのほだ場での シイタケの発生は順調に進

んでいるでしょうか。

例年と違い10月になっても気温が下がらず、発

生が遅れたことと思いますが、 夏のほだ場診断で

見たところ、菌のまわりも良く、降水量も比較的

多いので、気温が下がるたびに発生量も多くなる

ことと思います。

今の乾、ンイタケ市況では、どんこ系を中心に価

格が高くなっています。これは、近年までのシイ

タケ不況による、全国的な生産意欲の減退と、高

齢化 ・異常気象による生産不良のため、生産量が

減少したのに加え、日本産原木しいたけの宣伝に

よる国産しいたけ消費量の増加のためですが、今

が椎茸生産のチャ‘ノスともいえます。

今年の秋子はずいぶん遅れましたが、発生しだ

したら一気に発生しますので、こまめにほだ場を

廻って、バレ、変色のないように早取りを心がけ

ていただければ良いかと思います。

今後のほだ場の管理についてですが、シイタケ

は、収穫時期の天候によって品質が大きく左右さ

れるので、なるべく早い肉に、防風ネッ トを張る

などしてほだ場の乾燥を防ぎ、また雨よけをする

など細心の注意をはらってください。

原木の伐採玉切りについて

皆さん、原木の伐採はもうお済みでしょうか。

一般的にクヌギの伐採適期は11月中旬から下旬、

ナラは11月中旬から12月上旬です。その後の玉切

りまでの期間は、原木の大きさにより20日から50

日くらいが適当ですが、その間の葉枯らしはあま

り長くしすぎると、材の表面と芯の間に乾燥むら

ができ雑苗が繁殖する可能性が高くなるので、伐

採 した原木は長期間放置することがないよう注意

してください。

林業改良指導員 松岡真悟
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溝
底
播
種
で
菜
っ
葉
作
り

三
ヶ
月
予
報
に
よ
る
と
、
一
月

は
晴
れ
の
日
が
多
く
、
気
温
、
降

水
量
共
に
平
年
並
み
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

年
内
は
例
年
よ
り
暖
か
い
日
が

続
ぎ
ま
し
た
が
、
今
後
は
徐
々
に

寒
い
日
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
体
調
を
崩
さ
な
い
よ

う
に
ご
注
意
下
さ
い
。

今
月
は
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
で
す
が
、
溝
底
播
種
に
よ
る

菜
っ
葉
作
り
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一
溝
底
播
種
と
は

溝
底
播
種
と
は
、
三
角
鍬
で
ガ

ソ
ギ
を
切
っ
た
程
度
の
、
浅
い
＞

字
型
の
溝
の
底
に
播
種
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
夏
の
暑
さ
対
策
に
な

る
と
共
に
、
べ
た
が
け
を
行
う
こ

と
で
冬
の
寒
さ
対
策
に
も
な
る
と

い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
栽
培
の

仕
方
で
す
。

溝
の
底
は
平
床
に
比
べ
て
地
温

変
化
が
少
な
く
、
土
壌
面
か
ら
の

蒸
発
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

平
畦
と
比
べ
て
表
面
積
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
平
均
地
温
は
低
下
し

ま
す
。
一
方
、
こ
の
上
に
べ
た
が

け
す
る
と
、
放
熱
が
抑
制
さ
れ
る

の
で
、
夜
間
の
地
温
は
べ
た
が
け

下
の
平
床
よ
り
高
ま
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
夏
は
水
分
保
持
と

地
温
低
下
に
よ
っ
て
生
育
を
促
進

し
、
冬
は
こ
れ
に
べ
た
が
け
を
加

え
る
こ
と
で
、
地
温
低
下
を
抑
制

し
て
生
育
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が

で
ぎ
ま
す
。

二

作

り

方

方
法
は
従
来
通
り
に
立
て
た
平

畦
の
畦
面
上
に
、
畦
と
同
方
向
に

深
さ
五

cm
程
度
の
ガ
ソ
ギ
を
切
り
、

そ
の
溝
底
に
播
種
し
ま
す
。
そ
し

て
冬
場
は
そ
の
上
に
不
織
布
（
タ

フ
ベ
ル
、
パ
オ
パ
オ
な
ど
）
で
ベ

た
が
け
を
し
て
お
ぎ
ま
す
。
こ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
夜
間
の
地
温

上
昇
と
土
壌
水
分
の
保
持
効
果
で

生
育
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

こ
の
栽
培
方
法
が
利
用
で
き
る

品
目
は
、
コ
マ
ツ
ナ
、
チ
ソ
ゲ
ソ

サ
イ
、
タ
ァ
サ
イ
な
ど
の
潰
け
菜

や
ホ
ウ
レ
ソ
ソ
ウ
な
ど
菜
っ
葉
も

の
で
す
。

ま
ず
は
試
し
に
ホ
ウ
レ
ソ
ソ
ウ

や
コ
マ
ツ
ナ
で
も
播
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
：
．o

で
は
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ

、0し冬
期
の
水
田
管
理

水
稲
の
収
量
は
窒
素
量
と
の
関

係
が
高
く
、
吸
収
（
利
用
）
さ
れ
る

窒
素
の
う
ち
、
六

0
か
ら
七

0
%

は
地
力
窒
素
か
ら
、
残
り
三

0
か

ら
四

0
％
は
施
肥
窒
素
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
稲
は
土
で

作
れ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
所
以
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
力
を
高

め
る
こ
と
が
稲
作
り
の
第
一
歩
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

①
良
質
な
有
機
物
の
施
用

堆
肥
や
稲
わ
ら
な
ど
の
有
機
物

を
施
し
て
土
壌
中
の
腐
植
含
量
を

高
め
ま
す
。

堆
肥
は
一

0
a
当
た
り
―

t
を

入
れ
ま
す
。

稲
わ
ら
を
す
き
込
む
場
合
は
、

-
0
a
当
た
り
二

0
k
g
の
石
灰
窒

素
を
あ
わ
せ
て
施
用
し
、
わ
ら
の

腐
熟
を
促
進
さ
せ
ま
す
。
た
だ
し
、

い
も
ち
病
の
被
害
わ
ら
や
モ
ミ
ガ

ラ
は
翌
年
の
発
生
を
助
長
す
る
の

で
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

堆
肥
、
わ
ら
と
も
に
湿
田
で
は

施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。

②
土
壌
改
良
資
材
の
施
用

ケ
イ
カ
ル
ま
た
は
フ
ェ
ロ
エ
ー

ス
を
一

0
a
当
た
り
一
五

0
か
ら

二
0
0
~
施
用
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

根
の
活
力
を
高
め
、
茎
葉
を
強
く

し
、
い
も
ち
病
や
ご
ま
葉
枯
れ
病

の
抑
制
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
荒
起
こ
し
の
実
施

有
機
物
や
土
壌
改
良
資
材
を
施

用
後
、
年
内
に
行
い
ま
す
。
冬
の

間
に
土
を
乾
か
し
、
堆
肥
や
稲
わ

ら
の
腐
熟
を
速
め
養
分
を
吸
収
さ

れ
や
す
い
形
に
変
え
ま
す
。
ま
た
、

翌
年
の
雑
草
発
生
を
抑
制
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

有
機
物
の
特
徴

土
つ
く
り
に
使
用
す
る
有
機
物

に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、

そ
の
効
果
に
も
特
徴
が
あ
り
ま
す

の
で
、
特
徴
を
理
解
し
た
う
え
で

の
施
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

①

鶏

糞

施
用
初
期
か
ら
窒
素
が
出
始
め
、

初
年
度
に
ほ
と
ん
ど
が
放
出
さ
れ

ま
す
。
施
肥
的
な
効
果
が
大
き
く
、

地
力
窒
素
の
増
加
は
あ
ま
り
期
待

で
き
ま
せ
ん
。

②
牛
糞
、
豚
糞

鶏
糞
よ
り
は
窒
素
の
出
方
が
少

な
く
、
初
年
目
に
四

0
か
ら
六
〇

％
が
分
解
さ
れ
ま
す
。
牛
糞
は
有

機
物
の
集
積
が
多
く
な
る
。

③
わ
ら
堆
肥

初
年
目
に
窒
素
の
二

0
か
ら
三

0
％
が
出
ま
す
。
窒
素
は
生
育
の

前
半
よ
り
後
半
に
多
く
出
ま
す
。

④
バ
ー
ク
、
お
が
く
ず
堆
肥

初
年
目
の
窒
素
の
放
出
は
少
な

い
。
分
解
が
遅
い
の
で
有
機
物
と

し
て
の
集
積
が
多
く
な
る
。

⑤
稲
わ
ら

初
年
目
は
分
解
に
窒
素
が
取
り

込
ま
れ
る
の
で
初
期
成
育
が
悪
く

な
る
こ
と
が
あ
る
。
二
年
目
か
ら

窒
素
が
出
始
め
る
の
で
、
連
続
し

て
三
か
ら
四
年
目
に
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。

栗
の
冬
期
害
虫
防
除

機
械
油
乳
剤
の
散
布

機
械
油
乳
剤
は
、
主
と
し
て
果

樹
の
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
や
ハ
ダ
ニ

類
の
防
除
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

‘‘̀
 

栗の主要害虫の越冬場所と防除

害虫名 越冬場所 冬期防除対策

カッフマルカイガラムシ
太枝、幹 マシン油乳剤

クスサン
太枝、幹 殺卵

クリオオアプラムシ
太枝、幹 殺卵、捕殺

クリイガアプラムシ 樹小枝皮の葉柄痕 捕殺、イガを集
めて焼却

モモノゴマダラノメイガ 樹お皮ち葉、毯果（イガ） イガ、落ち葉の
焼却

作
用
特
性
と
し
て
は
、
虫
体
を

油
で
包
む
こ
と
に
よ
っ
て
窒
息
死

さ
せ
る
も
の
で
、
気
門
、
皮
膚
な

ど
か
ら
侵
入
し
て
虫
を
殺
し
ま
す
。

ま
た
、
植
物
に
対
し
て
の
防
寒
作

用
も
あ
り
ま
す
。

散
布
濃
度
(95
％
乳
剤
）
は
、
ニ

十
五
倍
で
す
。

使
用
上
の
注
意

①
厳
冬
期
の
散
布
は
避
け
、
暖
か

く
晴
天
が
続
く
日
に
行
う
。

②
栄
養
不
良
樹
、
果
実
が
な
り
過

ぎ
た
樹
、
病
害
虫
の
発
生
の
著
し

い
樹
な
ど
一
般
に
樹
勢
が
弱
っ
て

い
る
と
き
は
薬
害
が
出
や
す
い
の

で
、
濃
度
を
下
げ
る
か
、
散
布
を

見
合
わ
せ
る
。

③
散
布
む
ら
の
な
い
よ
う
に
、
特

に
樹
幹
内
部
に
も
か
か
る
よ
う
に

て
い
ね
い
に
散
布
す
る
。



徳）。嘔ばl恩 然 固 鴫 闊瞬 (16)

少年の主張全国大会で審査委員特別賞受賞

十
一
月
八
日
（
日
）
、

東
京
・
日
本
青
年
館

で
開
催
さ
れ
た
少
年

の

主

張

全

国

大

会

「
わ
た
し
の
主
張

'98
」

（
青
少
年
育
成
国
民

会
議
主
催
）
で
、
（
テ
ー

プ
審
査
の
結
果
、
中

四
国
代
表
と
な
っ
た
）

竹
本
咲
子
さ
ん
が
、

審
査
委
員
会
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
中
学

生
が
日
常
生
活
を
通

じ
考
え
、
感
じ
て
い

る
こ
と
を
訴
え
る
こ

と
に
よ
り
青
少
年
の

意
識
啓
発
と
健
全
育

成
に
対
す
る
一
般
の

関
心
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
方
予

選
か
ら
選
ば
れ
た
十

三
人
が
出
場
。
竹
本

竹本咲子さん

¥u
,
 

r
 

匂
し

0
、
?

t
 zヽメ，

T

＼℃

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
協
賛
グ
ラ

ウ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
十
一
月

十
五
日
（
日
）
、
午
前
八
時
五
十

分
か
ら
肱
川
中
学
校
運
動
場
で

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
約
酉

二
十
名
が
参
加
、
プ
レ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。
当
日
は
あ
ま
り

寒
く
な
く
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

の
び
の
び
と
プ
レ
ー
し
て
い
ま

し
た
。
終
了
後
、
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
会
場
で
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

さ
ん
は
、
家
族
の
大
切
さ
を
、

「
う
ち
は
五
人
家
族
」
と
題
し
て

発
表
。
「
発
表
の
順
番
が
最
初

で
あ
が
り
ま
し
た
。
特
別
賞
を

受
賞
し
た
と
き
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。な

お
、
こ
の
全
国
大
会
の
模

様
は
、
十
二
月
二
十
三
日
（
祝
）

午
後
一
云
一
時
か
ら

N
H
K
教
育
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

編集•発行

肱川町公民館
云 (0893) 34 -2307 

順位 氏 名 スコア ホー）レイ（回ン） 
ワン

1 片山ウメ子 34 2 

2 沖野 緑 42 1 

3 上田 緑男 42 1 

4 沖永 重信 42 1 

5 安）II 太吉 43 1 

6 城戸 嘉明 43 1 

7 束 顕夫 43 1 

8 万願寺ヨシ子 43 1 

， 中居喜代光 44 1 

10 沖 美恵子 44 1 

キや や や や や や 令 中 中 や や や 令 令 ＊ 吋0令中ややや令令中中中や中中やや中や中令令令＊≫

「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
体
会

び
、
生
活
を
高
め
、
未
来
を
保
で
は
、
小
西
清
則
全
国
同
和
教

障
す
る
教
育
の
確
立
を
」
を
ス
育
研
究
協
議
会
委
員
長
が
、

ロ
ー
ガ
ソ
に
第
五
十
回
全
国
同
「
人
権
教
育
と
し
て
の
同
和
教

和
教
育
研
究
大
会
が
十
一
月
二
育
を
進
化
・
発
展
さ
せ
、
人
権

十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
奈
文
化
を
実
現
し
て
い
く
営
み
を

良
県
奈
良
市
を
主
会
場
に
開
催
積
み
上
げ
、
差
別
の
根
絶
を
目

さ
れ
、
町
か
ら
も
参
加
し
ま
し
指
し
て
い
ぎ
た
い
。
」
と
あ
い

た

。

さ

つ

、

記

念

講

演

と

し

て

、

寺

こ

の

大

会

は

同

和

教

育

に

取

澤

亮

一
全
国
同
教
育
教
育
研
究

り
組
む
こ
と
で
差
別
を
な
く
し
協
議
会
副
委
員
長
が
、
「
人
権

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
昭
和
―
―
教
育
と
し
て
の
同
和
教
育
に
」

十
八
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回
で
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

五
十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
初
大
会
決
議
と
し
て
、
部
落
問

日
の
全
体
会
に
は
全
国
か
ら
約
題
の
総
合
的
・
抜
本
的
解
決
を

一
万
二
千
人
が
参
加
、
午
後
か
図
る
法
律
の
制
定
。
同
和
教
育

ら
行
わ
れ
る
分
科
会
に
は
奈
良
振
興
の
具
体
化
。
「
狭
山
事
件
」

県
か
ら
一
万
人
の
計
二
万
―
―
千
の
第
二
次
再
審
開
始
を
求
め
る

令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
ぶ
。
令
令
ぷ
。
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
と
。
令
令
令

こt
 

しと位上を人し高の齢年、古合場の点同＊
 

- -

ナイ スショ ソヽ 卜

グラウンドゴルフ大会成績表

な
い
未
来
へ

大
会
決
議
案
を
採
択
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
奈
良
市
、
生
駒
市

な
ど
で
三
十
二
の
分
科
会
に
分

か
れ
、
研
究
討
議
を
行
い
ま
し

こ。f
 会

の
中
で
、
大
阪
で
身
元
調

査
が
発
生
、
ま
た
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
と
お
し
て
情
報
を
得
る

こ
と
の
で
き
る
イ
ソ
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
も
差
別
書
ぎ
込
み
等
が
発

生
し
て
い
る
と
大
会
の
中
で
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

奈
良
県
は
部
落
解
放
運
動
の

水
平
社
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、

分
科
会
で
も
熱
心
な
討
議
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
基
本
的
人

権
は
憲
法
で
も
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。
差
別
の
な
い
社
会
を
我
々

自
身
の
手
で
築
い
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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県
文
楽
合
同
公
演
が
、
十
一

月
十
五
日
（
日
）
松
山
市
の
県
民

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
演
は
、
県
指
定
の
県
内

五
つ
の
文
楽
と
二
つ
の
高
校
の

文
楽
部
が
集
ま
り
公
演
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
四
十

回
目
を
迎
え
、
一
昨
年
の
打
ち

合
わ
せ
の
頃
か
ら
五
つ
の
文
楽

が
合
同
で
―
つ
の
外
題
を
公
演

し
よ
う
と
言
う
こ
と
に
な
り
、

打
ち
合
わ
せ
の
結
果
、
「
仮
名

本
忠
臣
蔵
祇
園
一
カ
茶
屋
の
段
」

を
朝
日
文
楽
（
三
瓶
町
）
、
俵

津
文
楽
（
明
浜
町
）
、
伊
予
源
之

丞
（
松
山
市
）
、
鬼
北
文
楽
（
広

見
町
）
と
大
谷
文
楽
の
県
内
五

つ
の
文
楽
が
合
同
で
演
じ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
五

月
下
旬
、
県
内
の
五
つ
の
文
楽

が
集
ま
り
演
じ
る
役
割
を
決
定
、

ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
各
々
練
習
、

九
月
下
旬
に
大
洲
の
国
立
青
年

の
家
で
一
泊
二
日
の
合
同
練
習

を
大
阪
文
楽
の
方
を
招
き
練
習

を
行
い
、
公
演
を
行
っ
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
舞
台
装
置
は
大

阪
文
楽
で
実
際
に
使
用
し
て
い

る
も
の
を
搬
入
す
る
と
い
う
熱

の
入
れ
よ
う
で
し
た
。

大
谷
文
楽
で
は
こ
の
外
題
は

上
演
し
な
い
も
の
の
協
力
し
ま

し
た
。次

週
十
一
月
二
十
二
日
（
日
）

に
は
三
瓶
町
の
三
瓶
文
化
会
館

で
、
朝
日
文
楽
生
誕
百
二
十
周

年
を
記
念
し
て
上
演
さ
れ
、
大

谷
文
楽
も
参
加
し
ま
し
た
。

各
文
楽
と
も
共
通
し
た
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

―
つ
は
後

継
者
問
題
‘
―
つ
は
三
味
線
を

弾
く
人
が
い
な
こ
と
で
す
。

現
在
、
町
内
で
文
楽
公
演
を

行
う
場
合
、
兵
庫
県
か
ら
三
味

線
を
弾
く
人
を
呼
ん
で
き
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

今
年
は
県
文
楽
合
同
公
演
が
、

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
と
重
な
り
、

町
内
の
方
が
見
に
行
く
こ
と
が

で
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
内

で
も
公
演
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
は
大
谷
地
区
で
公
演
を
十
二

月
六
日
に
行
い
ま
し
た
。

＼ ＼ 

三松

瓶山

町市

＼ ＼ 

‘‘̀ 

岩
咎
の
呈
に
韮
人
集
ま
る

岩
谷
小
学
校
P
T
A
や

岩
谷
分
館
等
に
よ
る
岩
谷
っ

こ
ま
つ
り
が
十
一
月
二
十

九
日
（
日
）
岩
谷
小
学
校
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
早
く
か
ら
み

ん
な
で
準
備
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
と
老
人
の
方
た

ち
が
交
流
ク
ロ
ッ
ケ
ー
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
ル
ー

ル
を
教
わ
り
な
が
ら
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、

学
芸
会
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
の
か
わ
い
い
発
表
に

拍
手
が
お
こ
っ
て
い
ま
し

こ。f
 ま

た
、
こ
の
日
に
鎮
縄

神
楽
公
演
が
岩
谷
小
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
鎖
縄

神
楽
は
十
一
月
十
五
日
か

ら
二
十
三
日
ま
で
イ
ギ
リ

ス
で
公
演
さ
れ
と
て
も
好

評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
神

楽
の
み
な
さ
ん
は
一
週
間

の
海
外
公
演
の
疲
れ
も
見

せ
ず
、
神
楽
を
上
演
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

最
後
に
も
ち
ま
き
を
行

い
、
岩
谷
の
里
の
に
ぎ
や

か
な
ま
つ
り
を
終
え
ま
し

こ。f
 

‘̀ 

3人の児童が劇を演じる 地区の人も参加して（鎮縄神楽）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-

998
年
も
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
年
を
経

る
に
従
っ
て
一
年
が
経

つ
の
が
早
く
な
っ
て
い

く
よ
う
な
気
が
す
る
。

今
年
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
政
治
で
は
参
議

院
選
の
後
、
小
渕
政
権

の
誕
生
、
経
済
面
で
は
、
深
刻

化
す
る
不
況
、
自
然
現
象
で
は
、

異
常
気
象
、
暗
い
こ
と
ば
か
り

あ
が
っ
て
し
ま
う
。
ス
ポ
ー
ツ

界
で
は
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
が

三
八
年
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝
・

日
本
一
。
サ
ッ
カ
ー
世
界
大
会

の
予
選
敗
退
。
不
況
は
ス
ポ
ー

ツ
界
に
も
及
ん
で
い
る
。
サ
ッ

カ
ー

J
リ
ー
グ
で
は
親
会
社
の

経
営
不
振
に
よ
る
チ
ー
ム
の
存

続
が
で
き
な
い
所
も
あ
る
と
聞

く
。
一
方
青
少
年
に
目
を
移
し

て
み
る
と
、
昨
年
起
き
た
神
戸

の
少
年
に
よ
る
殺
傷
事
件
以
来
、

子
ど
も
た
ち
の
引
き
起
こ
し
た

事
件
が
多
発
し
た
。
ま
た
、
学

校
で
も
、
都
市
部
で
は
子
ど
も

た
ち
が
勝
手
な
行
動
を
し
た
り

し
て
授
業
が
で
き
な
い
「
学
級

崩
壊
」
も
あ
る
と
聞
く
。
「
ム

カ
ッ
ク
」
、
「
キ
レ
る
」
と
言
う

言
葉
で
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
何
か
と
忙
し
い
時
期
で

は
あ
る
が
、
一
年
を
振
り
返
る

時
間
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

来
年
の
た
め
に
。
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予
子
林
の
清
水
良
治
さ
ん
が
公
民

館
で
月
曜
日
と
金
曜
日
に
夜
間
教
え

て
い
る
空
手
（
糸
東
会
肱
川
支
部
）
の

四
国
地
区
大
会
が
、
十
一
月
八
日

（
日
）
、
川
之
江
市
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
七
名
の
生
徒
が
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
空
手
に
は
中
学
生
ま
で
の
約
二

十
五
名
が
習
っ
て
い
ま
す
。

清
水
さ
ん
は
、
「
子
ど
も
た
ち
も

大
き
な
大
会
で
や
れ
る
こ
と
を
わ
か
っ

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
」
と
コ
メ

ソ
ト
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
、
青
少

年
の
非
行
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

清
水
さ
ん
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

ロ

空手結果
（小学生）

形の部(2年生以下）

組手の部

形の部(3年～4年）

(5年～6年）

（中学生）

組手の部

位

賞

賞

賞

勝

位

位

位

秀

秀

秀

3
優

優

優

優

3

3

2

3
 

位

大野

松本

古川

中田

松本

大野

山口

山口

宮田

幸

也

地

也

也

幸

航

一

倖

尚

大

雅

尚

倖

太

大

明
老
大
学
で
は
十

一
月
十

一
日
（
水
）
、
新
居
浜
市
の
県

総
合
科
学
博
物
館
を
見
学
し

ま
し
た
。
明
老
大
学
で
は
町

外
で
の
学
習
を
行
っ
て
お
り
、

一
昨
年
は
宇
和
町
の
県
歴
史

文
化
博
物
館
を
見
学
、
今
回

は
科
学
博
物
館
で
、
世
界
最

大
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
天

体
の
動
き
を
み
ま
し
た
。

そ
の
後
館
内
を
見
学
、
展

示
物
の
内
容
や
多
さ
に
驚
か

れ
て
い
ま
し
た
。

科

学

の

不

思

議

体

験
科学の不思議を体験する学級生

心豊かに町内読書感想文

0入賞者氏名と作品名

部 類 位 学校名 作品名 氏 名

1 1 正山
「しろいうさぎくんと

谷 田 彩
くろいうさぎくん」をよんで

低 3 1大谷
「なぞなぞライオン」

平田朱美
を読んで

2 1 正山
「かまきり」

大見純 平
を読んで

1 1 正山
「青い金魚」

松本真 幸
を読んで

高 2 1 大谷
「コンニャク先生」

岡本麻美
を読んで

3 1 正山
「車いすからこんにちは」

浅井 HH 月
を読んで

場

所
日

時

函
第
18
回
駅
伝
大
会

第
17
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

内場

容所

日

時
大
平
高
田
タ
ケ
子

長
い
人
生
旅
立
ち
の

城
ま
で
築
い
た
こ
の
よ
き
日

ど
ん
な
嵐
に
あ
っ
た
と
て

自
分
で
選
ん
だ
道
だ
も
の

弱
音
を
は
か
ず
く
じ
け
ず
に

頑
張
り
通
せ
よ
ど
こ
迄
も

天
地
祖
先
に
感
謝
し
て

子
孫
繁
栄
致
す
よ
う
に

み
ん
な
で
手
を
取
り

進
み
ま
し
ょ
う

末
は
稲
穂
の
実
る
よ
う
に

ほ
ほ
え
む
時
も
来
る
で
し
ょ
う

函
明
老
大
学一

月
二
十
六
日
（
火
）

午
前
九
時
か
ら

肱
川
町
ハ
ム
民
館

町
長
講
話

陶
芸
教
室
ほ
か

一
月
二
十
四
日
（
日
）

午
前
九
時
十
五
分

開
会
式

肱
川
中
学
校
運
動
場

ス
タ
ー
ト

祝

い

の

言

葉
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? 青年団ふれあいまつり参加報告 t 
※ 去る11月15日（日）にふれあいまつりが開催 炉
ら されました。

i叫戸テ1トク贔りは：ぷ言;: 
i 皆様、暑い中、大変だったことと思います。 ： 

お疲れ様でした。 9 
ふ＊ふ＊ふ…，ふふた芯-芯沢

青年団だよ I.J

合
年
は
ち
ょ
っ
と
趣
旨
を
変

え
て
食
べ
物
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

買
っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

団
長

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
感
想

s
 
u
 
k
 

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
青
年

団
の
出
店
も
大
繁
盛
？
ま
で
は

い
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
楽

し
く
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
！

奈
津
江

（
 

典
子

フライドポテト担当の私

は、自分が箸の使いが下手

な事に気付き、大変ショッ

クを受けました。
/' ヽ

くかラ

全＂値イ昼部 ポドには

胃 安 ―‘

てい f0完-元
ひの

姜心 か？ 昧がなと

大輔 といっt゚もいた
かのフ

R⑲⑥ R  
喜多郡青年団新年会

と

｀
 

月

崎
1
+
 

年

五
（
 

11

美

成

久
平

多
．
．
．
．
 

き

ろ
こと

じかん： 19: 30,__, 

◇
編
集
あ
と
ば
な
し
◇

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ 

翌名
Q 結婚おめでとう！
翌 11月 23日 6 月 10日 翌

n？呪＼。 宮崎友之さん 松田洋幸さん 。

〇 （旧姓安川）美紀さん （旧姓中川）宏美さん 。
c 

翌 ゜名 ナ さくなてが共壁えか夕←結 先翌
I いい‘時下らににるき 1 ―婚美

0 でつ゜明もさ‘手ぷこつ卜れお紀輩翌
名 ：ま る笑い をつととしかめちか o
〇 で゚ い顔゜:取かの‘たらでゃら翌

Q 
0 も 家をまのりる出ーわ第とんの。
o冨 ‘ 庭絶た力‘と来人け二ぅ、ア°

c) 0 氷 良 をや‘で支思なででの゜宏卜＊翌

翌幸パ
き 築可い乗えいいはす人 美 バ 翌

ぃ←つり合ま人乗 生゚ ち イ Q

翌広 I てとど越いす生りいが や ス。
o 卜 下なんえながの越つス ん 翌
Q Q 
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ 

d̀ 

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
、
そ

し
て
合
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
合
年

六
月
号
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
で
始

め
た
広
報
委
員
も
ネ
タ
不
足
に

倍
ま
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
そ
う
で

す。
広
報
委
員
で
は
み
な
さ
ん
か

ら
の
ネ
タ
（
な
ん
で
も
0
k
遥

i

々

な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
来
年
も
A
S
U
K
A
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ー 月の健康力 レンダー 保健センター 834-2340 

種 別 曜 日 19:r - 事 場 所 時 間

14 （木） 元気印教室 保健セソター 13 : 30,...___,15 : 00 

成 19 （火） 竹の子クッキソグ 保健セソター 9 : 30,...__,13 : 00 

人 20 （水） リハビリ教室 肱川町公民館 10 : 00,..___,13 : 00 

保 20 （水） ” 保健セソター 13 : 00,-.-..,16 : 00 

健 21 （木） 健康づくり料理教室 大谷公民館 10 : 00,..____, 14 : 00 

22 （金） 健康づくり料理教室 岩谷公民館 10: OOr--..,14: 00 

母 12 （火） 幼児教室 保健セ‘ノター 9 : 30,.-.__,13 : 00 

子
18 （月） 三種混合予防接種 保健セソター 13 : 30,-.__,14 : 00 

保
健 27 （水） 乳幼児健康診査 保健セソター 13 : 00,,...___, 14 : 00 

精
5 （火） そよ風の会 保健セソター 9 : 30,..._,ll : 30 

神 8 （金） デイケア 保健セ‘ノター 8 : 30~16: 30 

保 20 （水） ” 保健セソタ ー 8 : 30,---.,16 : 30 
健

29 （金） 保健セソター” 8 : 30,...._,16 : 30 

ー 月 の 当 直 医

曜日 病 院 名 電話番号

場

所

時

間

般

田渡 ク リ ニ ッ ク 25-3217 
1 （金）f（大洲市）--------------------------------・----------------------

土居 内科外科
（五十崎町）

44-5521 

末光眼科
（大洲市）

24-1500 
2 （土）卜…ー-!.------………………………………---

藤 本医院
（五十崎町）

44-2561 

平田胃腸科肛門科 24-1200 
3 (日）f （大洲市）-------------------------------------------------------

植 木医院
（五十崎町）

44-2215 

いんなみ眼科神経内科 ＿ 
（大洲市）

24-0700 
10 (日）十一―---------…………------…………………---高橋医院

（五十崎町）
44-2010 

菊原 外科 24-4646
15（金）f（大洲市）--------------------------------・----------------------

佐々木整形外科
（五十崎町）

43- 0101 

石村整形外科 23-5767
17(日） | （大洲市）-------------------------------------------------------

松本整 形 ．外 科
（内子町）

44-5533 

大洲記念病院 25-2022
24 (日）ト―_-（大洲市）--------------------------------------------------

芳 我外科
（内子町）

44-2560 

郷緒小児科 24-3936
31( 日）卜—---（大洲市）--------------------------------------------------

堀川外科胃腸科
（内子町）

43-0555 

市立大洲I病院

午
後
1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

公
民
館
青
年
室

玉角小炉

井田川田
田相

談

和和
清三雄保

員

日

時

中
居
谷

中

津

救

急

月・火 24-2151 

水 加戸病院 24-5101 

木～日 大 洲中央病院 24- 4551 

1
月
20
日
（
水

1
月
6
日
（
水
）

6
 

／ー
ーー

秀
若
さ
ん

(90歳）

瀧
野
ハ
ル
ミ
さ
ん

(83
歳）

二
宮

相

談

日

心
配
ご
と
相
談

1
月
6
日
（
水
）

午
後
1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

場

所

公

民

館

青

年

室

相

談

員

福

田

保

委

員

自
宅
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

6
三
四
—
二
五
0
八

行
政
相
談

1
1
/
8
 

み

な

こ

山
本
美
奈
子
ち
ゃ
ん

（
嘉
城
）

た
＜
士

拓
馬
ち
ゃ
ん

（
道
野
尾
）

上
田

相

談

日

1
月
7
日
（
木
）

1
月
20
日
（
水
）

1
月
14
日
（
木
）

1
月
21
日
（
木
）

大
洲
商
工
会
議
所

内
子
町
商
工
会
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場

所

社
会
保
険
一
日
出
張

相
談
所

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので、

あらかじめ連絡してからお出かけください。
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9
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斎

藤

誠

（

五

十

崎

町

曽
根
美
穂
子
（
中
野
）

泉

浩

二

（

共

栄

）

滝
川
め
ぐ
み
（
内
子
町
）

⑮
し
お
わ
せ
に


